
339

﹇
解
説
﹈

　

こ
こ
に
紹
介
す
る
の
は
、
一
九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年
、
つ
ま
り
暗
殺
さ
れ
る
そ
の
年
に
執
筆
さ
れ
た
政
治
家
・
浅
沼
稲
次
郎
（
一
八
九

八
〜
一
九
六
〇
）
の
直
筆
原
稿
で
あ
る
。
当
時
、
早
稲
田
大
学
に
在
学
し
、
大
学
生
協
で
広
報
員
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
た
寄
贈
者
の

求
め
に
応
じ
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
（
生
協
発
行
の
広
報
媒
体
に
掲
載
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
と
い
う
）、
日
本
社
会
党
罫
紙
一
四
枚
に
ペ
ン
書

き
さ
れ
て
い
る
。「
早
稲
田
の
学
生
服
を
着
た
田
舎
出
の
苦
学
生
の
依
頼
に
快
く
玉
稿
を
提
供
し
て
く
れ
ま
し
た
」
と
は
寄
贈
者
の
言
葉

で
あ
る
が
、
こ
の
資
料
の
来
歴
そ
の
も
の
が
、
人
々
か
ら
愛
さ
れ
た
大
衆
政
治
家
・
浅
沼
の
温
容
さ
を
よ
く
物
語
っ
て
い
る
。

　

内
容
は
、
浅
沼
が
早
稲
田
大
学
に
進
学
す
る
経
緯
、
そ
し
て
軍
事
研
究
団
事
件
を
前
後
す
る
学
生
社
会
運
動
の
内
実
を
記
録
し
た
も
の

で
あ
り
、
そ
の
端
々
に
浅
沼
の
母
校
に
対
す
る
愛
着
が
滲
ん
で
い
る
。

　

以
下
、
略
年
譜
・
影
印
（
原
稿
画
像
）・
翻
刻
の
順
に
登
載
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

最
後
に
な
る
が
、
本
稿
作
成
に
当
た
っ
て
は
西
腰
周
一
郎
氏
（
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
学
生
）
の
協
力
を
得
た
。
記
し
て
感
謝
を
申

〔
資
料
紹
介
〕浅

沼
稲
次
郎
直
筆
原
稿
「
早
稲
田
の
野
党
精
神
」（
二
〇
一
一
年
度
原
田
三
代
治
氏
寄
贈
）

伊

東

久

智
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し
上
げ
た
い
。

﹇
浅
沼
稲
次
郎
略
年
譜
﹈

一
八
九
八
（
明
治
三
一
）
年
一
二
月
二
七
日  

 

東
京
府
三
宅
島
に
生
ま
れ
る
。

一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年  

 
 
 
 
 
 
 

東
京
府
立
三
中
に
入
学
。

一
九
一
八
（
大
正
七
）
年  

 
 
 
 
 
 
 
 

早
稲
田
大
学
高
等
予
科
に
入
学
。
雄
弁
会
及
び
相
撲
部
・
ボ
ー
ト
部
に
所
属
。

一
九
一
九
（
大
正
八
）
年  

 
 
 
 
 
 
 
 

民
人
同
盟
会
結
成
。
そ
の
後
同
会
か
ら
分
か
れ
建
設
者
同
盟
を
結
成
。

一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年  

 
 
 
 
 
 
 
 

大
学
部
政
治
経
済
科
に
進
学
。

一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年  

 
 
 
 
 
 
 

こ
の
頃
か
ら
雄
弁
会
の
代
表
的
人
物
と
な
る
。

一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年  

 
 
 
 
 
 
 
 

早
大
軍
事
研
究
団
に
対
す
る
反
対
運
動
を
展
開
。
右
翼
学
生
に
よ
る
暴
行
事
件
発
生

（
軍
事
研
究
団
事
件
）。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

早
稲
田
大
学
を
卒
業
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

関
東
大
震
災
直
後
に
軍
部
に
検
束
さ
れ
市
ヶ
谷
刑
務
所
で
暴
行
を
受
け
る
。

一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年  

 
 
 
 
 
 
 

農
民
労
働
党
結
成
。
書
記
長
に
就
任
す
る
も
即
日
解
散
命
令
。

一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年  

 
 
 
 
 
 
 

労
働
農
民
党
結
成
。
組
織
部
長
に
就
任
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日
本
農
民
組
合
常
任
委
員
に
就
任
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日
本
労
農
党
結
成
。
組
織
部
長
に
就
任
。

一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年  

 
 
 
 
 
 
 
 

社
会
大
衆
党
結
成
。
常
任
中
央
委
員
に
就
任
。
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一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年  

 
 
 
 
 
 
 
 

東
京
市
会
議
員
に
初
当
選
。

一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年  

 
 
 
 
 
 
 

衆
議
院
議
員
に
初
当
選
。

一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年  

 
 
 
 
 
 
 

日
本
社
会
党
の
組
織
部
長
に
就
任
。

一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年  

 
 
 
 
 
 
 

日
本
社
会
党
の
書
記
長
に
就
任
（
分
裂
後
は
右
派
社
会
党
の
書
記
長
に
就
任
）。

一
九
五
五
（
昭
和
三
〇
）
年  

 
 
 
 
 
 
 

日
本
社
会
党
再
統
一
。
書
記
長
に
就
任
。

一
九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年  

 
 
 
 
 
 
 

日
本
社
会
党
の
委
員
長
に
就
任
。
安
保
反
対
闘
争
を
指
導
。

同
年
一
〇
月
一
二
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日
比
谷
公
会
堂
で
演
説
中
、
17
歳
の
少
年
・
山
口
二
矢
に
刺
殺
さ
れ
る
。

※
浅
沼
追
悼
出
版
編
集
委
員
会
編
『
驀
進
│
人
間
機
関
車
ヌ
マ
さ
ん
の
記
録
』（
日
本
社
会
党
機
関
紙
局
、
一
九
六
一
年
）
よ
り
作
成
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﹇
影
印
﹈
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﹇
翻
刻
﹈

　

早
稲
田
の
野
党
精
神

 

浅
沼
稲
次
郎　
　

　

時
の
流
れ
は
早
い
も
の
で
あ
る
。
私
が
早
稲
田
大
学
に
入
っ
た
の
は
大
正
六
〔
マ
マ
〕年
そ
れ
か
ら
数
へ
る
と
今
年
は
昭
和
三
十
五
年
。
丁
度
四

十
余
年
に
な
る
。
そ
の
頃
の
こ
と
〔
を
〕
思
ひ
出
し
な
が
ら
何
故
私
が
早
稲
田
大
学
に
入
っ
た
か
を
顧
み
て
見
た
い
。

　

私
の
生
れ
は
太
平
洋
黒
潮
の
一
孤
島
、
三
宅
島
で
あ
る
。
祖
父
は
八
丈
島
で
生
れ
、
三
宅
島
に
渡
り
父
が
三
宅
島
で
生
れ
、
私
も
生
れ

た
も
の
で
あ
る
。

　

大
島
、
三
宅
、
八
丈
と
云
っ
て
所
謂
伊
豆
諸
島
は
昔
か
ら
流
罪
人
が
流
さ
れ
、
八
丈
島
で
は
古
く
は
源
為
朝
、
浮〔
宇
喜
多
〕田秀
家
、
三
宅
島
に

は
竹
内
式
部
、
山
県
大
貳
、
英
一
蝶
と
此
の
権
力
に
反
抗
し
た
も
の
が
流
さ
れ
た
。
従
っ
て
此
の
地
区
に
育
っ
た
も
の
は
第〔
マ
マ
〕分
そ
の
影
響

が
あ
っ
た
と
思
う
。
尋
常
六
年
生
の
時
に
神
着
砂
村
小
学
校
に
入
っ
た
が
、
小
学
校
を
出
て
か
ら
東
京
府
立
第
三
中
学
校
に
入
っ
た
。
た

し
か
七
人
程
で
試
験
を
受
け
た
が
、
私
一
人
だ
け
入
っ
た
。
そ
の
時
俺
の
成
績
も
捨
て
た
も
の
で
は
な
い
と
考
へ
さ
せ
ら
れ
た
。

　

東
京
府
立
第
三
中
学
は
そ
の
当
時
、
八
田
三
喜
氏
と
い
ふ
進
歩
的
校
長
が
居
り
、
河
合
栄
治
郎
氏
が
三
中
を
卒
業
し
て
第
一
高
等
学
校
、

東
京
大
学
に
居
ら
れ
て
時
々
来
訪
さ
れ
、
中
学
生
を
指
導
さ
れ
た
。

　

こ
の
校
長
先
生
の
教
育
と
三
宅
島
の
育
ち
と
い
ふ
こ
と
が
何
た
か
将
来
は
政
治
家
に
な
り
た
い
と
い
ふ
気
持
を
い
だ
か
せ
る
様
に
な

り
、
父
は
慶
応
義
塾
の
理
財
科
か
医
科
に
入
れ
と
い
ふ
た
が
、
私
は
こ
れ
に
反
抗
し
て
私
を
歩
ま
せ
た
の
は
自
由
の
学
園
早
稲
田
大
学
で

あ
る
。
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政
界
で
活
動
し
て
居
る
早
稲
田
先
輩
の
姿
は
私
を
早
稲
田
に
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。

　

早
稲
田
大
学
は
〔
大
隈
重
信
が
〕
明
治
の
初
年
官
界
か
ら
引
い
て
東
京
専
門
学
校
を
創
立
し
た
の
に
始
ま
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
理
想

は
学
問
の
独
立
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
学
問
の
独
立
と
は
大
隈
侯
の
幕
僚
と
し
て
学
園
創
立
に
当
っ
た
小
野
梓
│
東
洋
先
生
が
東
京
専
門
学

校
の
開
校
式
の
際
こ
こ
ろ
み
た
演
説
が
よ
く
大
隈
侯
の
意
を
受
け
建
学
の
趣
旨
を
明
か
に
し
て
居
る
。

　
「
余
は
本
校
に
向
っ
て
望
む　

十
数
年
の
後
漸
く
こ
の
専
門
学
校
と〔
マ
マ
〕

し
て
改
良
刷
新
し
、
邦
語
を
以
っ
て
我
が
子
弟
に
教
授
す
る
大
学

の
位
置
に
す
ゝ
め
、
我
邦
学
問
の
独
立
を
助
く
る
こ
と
あ
ら
ん
こ
と
を
。
顧
み
る
に
一
国
の
独
立
は
国
民
の
独
立
に
基
し
、
国
民
の
独
立

は
そ
の
精
神
の
独
立
に
根
ざ
す
、
而
し
て
国
民
精
神
の
独
立
は
実
に
学
問
の
独
立
に
因
る
も
の
な
れ
ば
そ
の
国
を
独
立
せ
し
め
ん
と
欲
せ

ば
必
ず
先
づ
そ
の
学
問
を
独
立
せ
し
め
ざ
る
を
得
ず
、
是
れ
数
の
天
然
に
出
ず
る
も
の
に
し
て
勢
の
必
至
な
る
も
の
也
」
と
、
演
説
さ
れ

た
。

　

官
閥
薩
閥
に
反
抗
し
て
野
に
下
っ
た
大
隈
重
信
氏
が
在
野
批
判
勢
力
と
し
て
生
れ
た
姿
で
あ
る
。

　

爾
来
早
稲
田
大
学
は
時
の
権
力
者
に
対
す
る
批
判
勢
力
と
し
て
育
成
さ
れ
て
来
た
。
多
く
の
政
治
家
を
出
し
て
居
る
が
、
時
の
批
判
勢

力
と
し
て
成
長
し
て
居
る
。
現
に
早
稲
田
大
学
出
身
者
で
内
閣
を
組
織
し
た
の
は
石
橋
湛
山
氏
だ
け
で
あ
る
。
大
隈
侯
は
内
閣
は
組
織
さ

れ
た
が
大
隈
侯
は
創
立
者
で
は
あ
る
が
卒
業
生
で
は
な
い
。
亦
早
稲
田
の
卒
業
生
は
日
本
社
会
党
に
多
い
が
、
こ
れ
も
日
本
社
会
党
が
批

判
的
立
場
だ
か
ら
と
思
ふ
。

　

私
の
思
出
の
一
つ
で
あ
る
が
、
わ
れ
〳
〵
学
生
は
第
一
次
世
界
戦
争
の
後
を
受
け
て
、
ソ
連
に
は
革
命
が
お
こ
り
、
ド
イ
ツ
に
も
革
命

が
お
こ
っ
て
日
本
に
は
民
主
主
義
、
社
会
主
義
の
思
想
研
究
家
が
増
大
し
官
僚
の
指
導
者
〔
を
〕
養
成
し
一
番
日
本
に
お
い
て
反
動
何
〔
マ
マ
〕と

思
わ
れ
た
時
の
東
京
帝
国
大
学
に
吉
野
作
造
先
生
を
中
心
に
、
宮
崎
龍
介
、
赤
松
克
麿
、
波
多
野
カ
ナ
ヱ
、
三
輪
寿
壮
、
門
田
武
雄
氏
等

を
中
心
と
し
て
学
生
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
研
究
実
践
団
体
と
し
て
帝
大
新
人
会
な
る
も
の
が
生
れ
た
、
東
大
に
新
人
会
が
生
れ
て
自
由
の
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学
園
官
僚
藩
閥
に
対
抗
し
て
建
学
し
た
早
稲
田
大
学
に
民
主
義
〔
マ
マ
〕主
義
の
研
究
実
践
団
体
と
し
て
何
等
の
組
織
が
な
い
の
は
遺
憾
で
あ
る
と

な
し
て
校
内
に
お
い
て
は
政
治
科
教
授
の
高
橋
清
吾
先
生
、
春
の
学
校
騒
動
で
学
校
を
去
ら
れ
た
大
山
郁
夫
先
生
等
を
中
心
に
和
田
巌
、

私
、
稲
村
隆
一
、
三
宅
正
一
、
中
村
高
一
、
佐
々
キ
修
三
氏
等
学
生
相
寄
り
民
人
同
盟
〔
会
〕
を
組
織
し
て
学
生
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
研

究
、
実
践
団
体
と
し
て
活
動
し
て
来
た
。
こ
の
頃
早
稲
田
大
学
に
は
学
生
の
中
に
軍
部
か
ら
馬
を
借
り
て
乗
馬
隊
な
〔
る
〕
も
の
を
組
織

し
て
居
た
も
の
が
居
た
。
こ
の
乗
馬
隊
を
中
心
に
早
稲
田
大
学
に
軍
事
研
究
団
を
組
織
す
る
こ
と
と
し
、
大
正
十
二
年
五
月
十
日
早
稲
田

大
学
講
堂
で
こ
れ
が
発
会
式
を
あ
げ
る
こ
と
〔
に
〕
な
っ
た
。
此
の
頃
は
軍
縮
に
よ
っ
て
陸
海
軍
兵
力
が
縮
小
さ
れ
て
ゆ
く
。
そ
れ
を
各

大
学
の
軍
事
化
で
補
わ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
五
月
十
日
私
は
友
人
の
外
国
行
を
送
っ
て
行
っ
て
大
学
に
は
居
な
か
っ
た
が
、
発
会
式
が

早
稲
田
の
大
講
堂
で
行
わ
れ
た
。

　

所
が
こ
の
発
会
式
の
時
に
は
第
一
師
団
長
、
近
衛
師
団
長
と
軍
部
の
要
路
の
方
々
が
来
校
さ
れ
た
。
こ
れ
に
反
対
す
る
学
生
も
発
会
式

に
は
傍
聴
に
ゆ
く
と
い
ふ
わ
け
で
発
会
式
は
緊
張
し
た
も
の
に
な
っ
た
そ
の
時
た
し
か
第
一
師
団
長
の
石
光
大
将
が
演
説
に
た
ゝ
れ
た
。

そ
し
て
祝
辞
を
述
べ
ん
と
し
て
「
私
が
」
と
云
っ
た
ら
「
軍
閥
で
あ
り
ま
す
」
と
野
次
り
、「
一
将
功
成
り
万
骨
枯
る
」
と
か
「
汝
等
勲

章
か
ら
わ
れ
〳
〵
同
胞
の
血
が
し
た
ゝ
る
か
」
早
稲
田
大
学
の
高
田
、
塩
沢
先
生
が
た
て
ば
「
学
校
を
軍
閥
に
売
る
な
」「
大
隈
が
泣
く
ぞ
」

と
云
っ
た
様
な
野
次
が
飛
ん
で
発
会
式
は
こ
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

私
は
当
時
雄
弁
会
に
関
係
し
て
居
た
所
が
、
軍
事
研
究
団
発
会
式
で
奮
斗
し
た
学
生
達
が
大
学
の
軍
国
主
義
化
反
対
の
た
め
学
生
大
会

を
開
い
て
貰
い
た
い
と
要
求
し
て
来
た
。
そ
れ
で
五
月
十
二
日
正
午
か
ら
学
園
内
の
大
隈
侯
の
銅
像
前
で
学
生
大
会
を
開
い
た
が
約
五
千

人
程
集
っ
た
。
た
し
か
安
達
正
太
郎
君
が
開
会
の
辞
を
述
べ
私
が
決
議
文
を
読
ん
で
戸
叶
武
君
の
演
説
に
入
っ
た
ら
反
動
学
生
が
乱
入
大

乱
斗
と
な
っ
た
そ
し
て
大
会
は
自
然
流
会
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
進
歩
学
生
と
反
動
学
生
と
の
対
立
が
激
化
し
、
私
の
如
き
は
早
稲
田
の

附
近
を
歩
く
こ
と
も
出
来
な
く
な
っ
た
、
た
し
か
五
月
の
末
頃
と
思
ふ
が
学
校
の
裏
戸
塚
署
通
り
〔
を
〕
歩
い
て
居
て
縦
横
ク
ラ
ブ
の
そ
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の
前
を
通
る
と
中
か
ら
学
生
が
出
て
来
て
入
れ
と
い
ふ
。
拒
否
し
た
が
と
う
〳
〵
入
れ
ら
れ
て
夜
の
八
時
頃
か
ら
朝
の
四
時
迄
、
ブ
ツ
ケ

る
な
ぐ
る
ず
い
分
ひ
と
い
目
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
遂
に
ウ
ー
ン
と
う
な
っ
た
。
そ
の
時
反
動
学
生
は
私
に
対
し
あ
の
学
生
大
会
は
誰
に
頼

ま
れ
て
や
っ
た
、
社
会
主
義
者
に
頼
ま
れ
て
や
っ
た
の
だ
ら
う
。
謝
罪
文
を
書
け
と
い
ふ
。
然
し
誰
に
頼
ま
れ
や
つ
た
わ
け
で
な
く
雄
弁

会
の
幹
事
と
し
て
学
生
大
衆
の
意
志
発
表
と
、
学
問
の
独
立
、
研
究
の
自
由
、
批
判
の
自
由
の
立
場
か
ら
や
つ
た
の
で
あ
る
と
こ
れ
を
断

つ
た
。

　

然
る
と
こ
ろ
ブ
ツ
、
ケ
ル
、
な
ぐ
る
で
朝
に
な
つ
て
街
頭
に
ほ
う
り
出
さ
れ
た
が
身
動
き
が
出
来
な
か
つ
た
。

　

身
動
き
の
出
来
な
い
体
で
友
の
小
助
川
君
の
所
に
立
寄
つ
た
ら
大
問
題
と
な
つ
て
指
導
教
授
で
あ
る
。
〔
マ
マ
〕大
山
郁
夫
先
生
、
猪
俣
津
南
雄

先
生
、
佐
野
学
先
生　

北
沢
新
次
郎
先
生
に
は
足
尾
か
ら
鉱
夫
の
同
志
が
出
て
来
て
尾
行
し
て
防
衛
し
た
こ
と
と
し
た
。

　

そ
の
後
六
月
の
五
日
と
思
ふ
が
、
第
一
次
日
本
共
産
党
事
件
で
大
検
挙
が
行
わ
れ
た
。
佐
野
学
先
生
は
行
衛
不
明
に
な
つ
て
居
た
。
こ

れ
に
関
連
し
て
恩
賜
館
の
研
究
室
が
捜
査
さ
れ
た
。
そ
れ
で
大
学
ヨ
ー
ゴ
運
動
を
展
開
し
、
神
田
の
キ
リ
ス
ト
〔
教
〕
青
年
会
館
で
大
演

説
会
を
開
い
た
が
、
そ
の
時
出
演
さ
れ
た
。
〔
マ
マ
〕三
宅
雪
嶺
先
生
大
山
先
生
福
田
得〔
徳
〕三
先
生
の
姿
と
声
は
耳
に
残
つ
て
居
る
。

　

右
は
早
稲
田
建
学
の
精
神
の
上
に
た
つ
て
動
い
た
私
の
姿
で
あ
る
。

　

何
れ
に
し
て
も
在
野
精
神
、
批
判
精
神
が
早
稲
田
の
建
学
の
精
神
で
あ
る
。
然
し
時
代
は
動
く
〔
。〕
学
校
の
創
立
者
大
隈
侯
は
内
閣

を
組
織
し
、
卒
業
生
石
橋
湛
山
氏
も
内
閣
を
組
織
し
た
。
早
稲
田
大
学
も
愈
々
時
代
の
指
導
権
を
握
る
時
代
が
来
て
居
る
と
思
ふ
。


